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研究成果の概要（和文）：　褥瘡の病態を解明するため、褥瘡の動物実験モデルを作製した。1日1回4時間50mmHgで圧
迫を繰り返しても、肉眼的・組織学的変化は見られなかった。しかし、100mmHgの圧力で同様に圧迫すると、皮膚が壊
死し、潰瘍が生じた。50mmHgの圧迫では炎症性サイトカインであるIL-1βは増加しなかったが、100mmHgの圧迫では著
しく増加した。圧迫回数が多いほど発現は高く、高発現が維持された。TNF-αも50mmHgの圧迫では増加せず、100mmHg
の圧迫で増加したが、IL-1βよりも変化は乏しかった。
　炎症性サイトカインの褥瘡への関与が明らかになり、治療や予防への指標となりうることが考えられる。

研究成果の概要（英文）：We produced the experimental pressure ulcer model rat to clear the mechanism of pr
essure ulcers. Repeated compression at 50mmHg for 4 hours did not cause the macroscopic and microscopic al
teration. But, repeated compression at 100mmHg for 4 hours induces the destruction of skin and ulcer forma
tion. Expression of IL-1beta, which is an inflammatory cytokine, was not changed at 50mmHg compression. Co
mpression at 100mmHg cause high expression of IL-1beta, and increased with compression times. TNF-alpha wa
s not changed at 50mmHg compression ,and slightly increased at 100mmHg compression.
 Inhibition of inflammatory cytokine may have possibility to prevent the pressure ulcers.
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１．研究開始当初の背景 

 褥瘡に関する研究はこれまで多く存在し、

日本褥瘡学会や日本物理療法学会などで褥

瘡に関する研究報告がみられる。しかし、褥

瘡の治療法について議論が集中しており、褥

瘡の発生機序についてはあまり論じられて

いない。また褥瘡に対するリハビリテーショ

ンアプローチは不明な点が多い。 

 

２．研究の目的 

 これまでに、ラットの腹壁に圧迫を加え、

圧迫後の皮膚の網羅的な遺伝子発現をマイ

クロアレイで解析した。しかし、タンパク質

の発現についてはまだ解析できていない。ウ

エスタンブロットや ELISA などで、これらの

現象に関わるタンパク質が、褥瘡発生に及ぼ

す影響と、これらのタンパク質がどのような

過程を経て発生するかを調べる。また、同定

されたタンパク質に対する阻害剤などを用

いて、褥瘡の重症化を予防する方法を模索す

る。 

 褥瘡に対する物理療法の効果を検証した

研究は少なく、さらに、予防を目的とした介

入は行われていない。物理療法による褥瘡の

発生や重症化に対する予防策を検討する。 

 

３．研究の方法 

 8週齢のWistarラットの腹腔に金メッキを

施したネオジム磁石（20×25×2 mm、表面磁

束約 2,100 ガウス、NeoMag、市川市、日本）

を入れ、さらに体表から同型のネオジム磁石

を貼り付けた。この方法で、皮膚から腹膜ま

でを圧迫した。磁石間の距離をアクリルプレ

ートで調節することで圧力を調節し、50 mmHg

や 100 mmHg の圧力を 4 時間加えたのち、体

表の磁石をはずす。これを5日間繰り返して、

褥瘡を作製した。屠殺して、圧迫部位の表皮

から腹膜までの深さを試料として採取し、急

速凍結する。クリオスタットで切片を作製し、

ヘマトキシリン・エオジン(HE)染色や免疫組

織化学的手法を用いて光学顕微鏡で観察し

た。また、試料の一部は、mRNA やタンパク質

などの生化学的分析に使用し、IL-1βや TNF-

α、HMGB1 などの炎症性サイトカインを免疫

組織化学的染色や、ウエスタンブロットで検

出した。 

 

４．研究成果 

 褥瘡の病態を解明するため、褥瘡の動物実

験モデルを作製した。1日 1回 4時間 50mmHg

で圧迫を繰り返しても、肉眼的・組織学的変

化は見られなかった。しかし、100mmHg の圧

力で同様に圧迫すると、皮膚が壊死し、潰瘍

が生じた。 

 50mmHg の圧迫では炎症性サイトカインで

ある IL-1βは増加しなかったが、100mmHg の

圧迫では著しく増加した。圧迫回数が多いほ

どこれらの発現は高く、高発現が維持された。

TNF-αも 50mmHg の圧迫では増加せず、

100mmHg の圧迫で増加したが、IL-1βよりも

変化は乏しく、経時的な変化もみられなかっ

た。 

 免疫組織化学的に炎症性サイトカインの

染色を行い検出を試みたが、良好な染色結果

は得られなかった。 

 炎症性サイトカインの褥瘡への関与が明

らかになり、治療や予防への指標となりうる

ことが考えられる。 
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